
 

 

 

モンゴルへの視察団派遣 

（１）事業概要 
ＮＡＺＥが実施主体となる事業で、国際協力機構（ＪＩＣＡ）の「草の根技術協
力事業」として採択を受けて取り組む「新潟・モンゴルの産業変革を担う産業DX
人材育成プラットフォームの構築」※プロジェクト進展に向けモンゴルを訪問。 
 

（２）日程 
    長 岡 市 関 係 者：５月27日～31日（視察は５月28日～30日） 
    N A Z E 関 係 者：５月26日～29日（視察は５月27日～28日） 

    草の根業務関係者：５月26日～31日（視察は５月27日～30日） 

 （３）滞在先 
   モンゴル国 ウランバートル市 

（４）参加者は、別紙２「参加者一覧」のとおり    

（５）視察先 
①政府関係省庁 

    ・経済開発省（ロブサンニャム・ガントゥムル第一副首相兼経済開発相） 
    ・教 育 省（ナヤンバヤル・プルプスレン教育相） 
    ・在モンゴル日本国大使館 

   ②プロジェクト関係機関 
・モンゴル工業技術大学付属高専（IETモンゴル高専） 

 ・モンゴル国立科学技術大学付属高専（モンゴル科技大高専） 
 ・新モンゴル学園高専（新モンゴル高専） 
 ・JICAモンゴル事務所 
 ・モンゴル日本人材開発センター 
（同プロジェクトにおいて、モンゴルでの学生の研修に協力） 

 ・Nashatech（ナシャテック）社（研修のプログラムを設計） 

（６）主な視察目的 
   ①政府関係省庁 
    日本へのインターンシップ、現地人材の送り出し・受け入れについての考え 

方や意向を確認し、事業への協力を依頼。 
   ②プロジェクト関係機関 

・モンゴルの経済情勢やIT教育の現状、就職先についての調査 
・関係者との同プロジェクトに関する意見交換・情報共有 
・人材の交流及び日本での留学・就労の状況調査 

（７）長岡市とモンゴル高専とのつながり 
 ・長岡市が市内企業のDX人材不足の解決に向け、令和５年３月２日から14日まで、

モンゴル高専協力支援校である長岡高専へ委託し、初めてインターンシップ事業
を実施。新モンゴル高専、モンゴル科技大高専、モンゴル高専の学生８人が市内
企業８社でインターンシップを実施 

   ・令和５年３月27日 JICA草の根技術協力事業（地域活性型）に採択 
   ・令和６年度本格始動し、令和７年３月に10人の学生が市内企業を中心とした10社

でインターンシップを実施 

別紙１ 



 

※「新潟・モンゴルの産業変革を担う産業DX人材育成プラットフォームの構築」 

プロジェクト 

 

・提案団体：長岡市 

・実施団体：長岡産業活性化協会NAZE 

・協力機関：長岡高専、KDDI株式会社、Mobicom Corporation LLC、ほか 

・実施期間：令和６年５月～９年４月 ※事業規模：６，０００万円 

  

  活動１ モンゴル３高専教員、学生の「産業DX人材育成」 

   ・AI、IoT、ロボティクス等の教育プログラムを開発、実施する。 

活動２ 市内企業の「外国人材活用環境整備」 

   ・モンゴル高専生を受け入れるための社内体制整備等のプログラムを実施する。 

  活動３ モンゴル高専生の「市内企業インターンシップ」 

   ・市内企業でのインターンシップで卒業後の就業を目指す。 

〈事業イメージ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活動 1～3を 1回/年サイクルで 3回実施 長岡版産業 DX人材 

育成プログラム 

継続的な 

人材還流 

技術移転 

モンゴルでの 

新産業創出推進 

活動２ 外国人材活用環境整備 

活動１ モンゴル高専産業 DX人材育成 

インターン・ 

市内就業による 

人材交流 

活動３ 市内企業インターンシップ 

市内企業での就業による 

DX化・グローバル化を推進 


